
 

長野県Iヽンク
｀

Iヽ
゜

ラク
｀

ライディンゲ連盟 (NHPF) 規約

第1条 （名称） 本連盟の名称を長野県Iヽンク
，，

Iヽ
゜

ラク
｀

ライディンク
｀

連盟と称する。
（以下連盟と呼ぶ。）

第2条 （代表機関） 本連盟は日本ハンク" • Iヽ
゜

ラク万イディンク
｀

連盟の傘下に位置し長野県に於けるIヽンク
、

ゲライが一，
Iヽ

゜

うク
｀

うイタ
｀

ーに関する全ての統括意志の代表機関とする。

第3条 （組織） 1，本連盟は長野県で，Iヽンゲゲライタニ，Iヽ
゜

ラク
｀

ライタ
｀

ー活動を行っているクラ7
‘

，スクールを代表す

第4条 （目的）

第5条 （会計）

第6条 （役員）

る者及び7ライヤー登録者を以て組織する。
2，本条第1項 の者が，本年度本連盟の会員となるには，本年6月末日までに入会手続き

をしなくてはならない。
但し，他都道府県連盟の会員だった者又は7ライヤー登録新規登録者その他理事長が認
めた場合に限り，本年度末までの期間とする。

本連盟は長野県内のIヽンク
｀

ク万イタ
｀

—，Iヽ

゜

ラク
｀

ライク
‘

-7うイヤならびに関係者の意志を統括代
表し，日本ハンク, • Iヽ

゜

うゲライディンゲ連盟の支部として長野県内諸団体の活動の推進と円
滑化をはかると共に，各種安全基準ならびに諸制度の制定及び勧告を行い，長野県の
ハンク

、
ゲライが一，Iヽ

゜

ラク
：

ライゲー活動の健全な発展と普及をはかることを目的とする。

l，本連盟の運営費は連盟に於て定める会費とその他をもって当て，会費について
は会計規則に定める。

2，本連盟の会計年度は毎年6月1 日に始まり翌年5月 31 日に終わる。

1, (1），本連盟に次の役員をおく。
理事長 1名

地区理事 4名～5名

会計監査 2 名以内
事務局（第1 0条2の業務担当） 1名

(2), (1)の役員のうち，理事長・地区理事で，理事会を組織し規約に定めるものの
ほか，総会の権限以外の事項を議決し執行する。

2，役員の選出は、 当年度を含め連続する3年間以上連盟登録する会員から、連盟会員
の互選により定める。

3，理事長は本連盟を代表し統括する。
4，役員の任期を2年とする。但し再任を妨げない。

第7条 （会議） 1，本連盟の会議は総会と理事会とする。
2，総会は第3条に規定する連盟会員の会議とする。
3，会議は理事長が召集し開催する。
4，総会は年 1回開催する。
5，総会は連盟会員の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立とする。

6，理事会は半年に一度開催する。
7，臨時総会，臨時理事会は，随時理事長の召集により行うことができる。
8，召集は最低10 日の猶予をもって通知する．但し緊急の場合はその限りにあらず。

第8条 （事業内容） 1, /ヽンク
｀

ク
｀

ライタ
｀

—, Jヽ
゜

ラク
｀

ライタ
｀

ーの技術向上と安全確保に必要な事業。

2, /ヽンク
、

ゲライタ
‘

-,Iヽ
゜

ラク
‘

ライタ
｀

ーエリアの開発及び管理指導



第9条 （委員会）

第10条（事務局）

第11条（所在地）

第12条（付則）

変更

3，競技会，検定会等の開催及び協力支援。
4，内外の情報収集及び広報活動。
5，長野県内の7ライヤーの掌握及び安全指導。
6，助教員検定会。
7，教員・助教員の資格更新の推薦。
8，指導者研修・検定会への推薦。
9，全日本選手権出場推薦。

10,日本ハンク ｀ ・パラク，， ライディンゲ連盟の支部としての事務及び事業。

第8条の事業の遂行に必要な委員会を，理事会において設置することができる。

l，本連盟に事務局 をおく。
2，事務局は，記録・通報・会計事務を主な業務とする。

本連盟の所在地は事務局住所とする。

l，本規約の施行に必要な細則は，理事会の決議により理事長がこれを定める。
2，本規約を変更するには，理事会の決議の後総会における承認を必要とする。
3,この規約は平成 7年 4月25日から実施する。

平成17年6月8日 第6条（役員） 役職・人数削減
第8条（事業内容）の7を変更
第10条（事務局）の2、 業務追加

平成19年6月20日 第6条（役員）2項 役員に選出されるため の必要在籍期間を明記
平成21年6月24日 第11条（所在地）理事長宅を、 事務局住所、 に変更。

NHPF 細則

細則l （推薦条件） 1，教員・助教員の更新の推薦 ('95, 5, 23) 
(1)本年度，前年度，前前年度，NHPFの会員であること。

または
転入者等で，他都道府県連盟において同等の実績を持つ者。

(2)NHPF登録スク ールに所属し、 実際に指導に携わっていること。
(3)NHPFの開催する更新講習会に参加すること。

以上の条件を満たした者。
2，指導堵f研修会・検定会申込みの推薦 ('95, 5, 23) 

(1)現在，NHPFの会員である助教員。
(2)NHPF登録教員及び登録スク ールの推薦。

4,日本選手権への推薦 ('97, 6, 12) 
次の優先順位で推薦する。
(1)前年度の連盟ホ

゜ イント大会の上位より選考する。
(2) 前年度のスカイラリ —長野の総合成績の上位より選考する。
(3)前年度のナショナ紘

゜

イソト上位より選考する。

(4)選考基準が満たされない場合は理事長に一任される。



細則2 （受験資格）

但し，選考の選手は，前年度及び今年度も連盟の会員であること。

l，助教員検定

(l)NHPFの会員であること（入会者も含む）。

(2)NHPF登録教員の推薦。

［制定］平成 7年 4月 2 5日

［改定］

('95, 5, 23) 

2000、 6, 7 細則1の一部項目削除（細則1の3 学科検定員推薦基準、 並びlの5 ]HF「スク ール登録」

への登録基準確認の条件）

2005、 6, 8 細則1 （推薦条件）の1、

<. (3)NHPFの開催する更新講習会に参加すること。＞を削除。




